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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月10日(2017.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
【表２】

　本願明細書に記載の主な発明につき列記する。
［１］
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　少なくとも１つのソーラーセルと、少なくとも１つの配線部材とを含んでなるソーラー
セルモジュールであって、
　　（ｉ）前記少なくとも１つのソーラーセルが、少なくとも１つの表面電極を有し、か
つ前記少なくとも１つの配線部材が、導電性接着剤を介して、前記少なくとも１つの表面
電極に接続され；
　　（ｉｉ）前記導電性接着剤が、エラストマーマトリックスと、接着剤組成物に含まれ
る全成分の重量％が合計１００重量％となるように前記エラストマーマトリックスに分散
された４０～９０重量％の導電性粒子と、を含んでなる接着剤組成物から形成され；かつ
　　（ｉｉｉ）前記エラストマーマトリックスが、少なくとも１種のフルオロエラストマ
ーを含んでなる、ソーラーセルモジュール。
［２］
　前記エラストマーマトリックスが、架橋剤によって架橋される少なくとも１種のフッ化
ビニリデン含有フルオロエラストマーを含んでなる、［１］に記載のソーラーセルモジュ
ール。
［３］
　前記架橋剤が、ビスフェノール化合物、ジアミノ化合物、アミノフェノール化合物、ア
ミノシロキサン化合物、アミノシラン、フェノールシラン、ペルオキシドおよびそれらの
２種以上の組み合わせからなる群から選択される、［２］に記載のソーラーセルモジュー
ル。
［４］
　前記少なくとも１種のフッ化ビニリデン含有フルオロエラストマーが、フッ化ビニリデ
ン／ヘキサフルオロプロピレンコポリマーである、［２］に記載のソーラーセルモジュー
ル。
［５］
　前記エラストマーマトリックスが前記少なくとも１種のフルオロエラストマーから本質
的になる、［１］に記載のソーラーセルモジュール。
［６］
　前記エラストマーマトリックスが、前記少なくとも１種のフルオロエラストマーと、少
なくとも１種のエチレン／アルキル（メタ）アクリレートコポリマーエラストマーと、を
含んでなり、前記少なくとも１種のフルオロエラストマーが、前記エラストマーマトリッ
クスの全重量に基づき、６５重量％以上の濃度で存在する、［１］に記載のソーラーセル
モジュール。
［７］
　前記少なくとも１種のエチレン／アルキル（メタ）アクリレートコポリマーエラストマ
ーが、エチレンの重合単位と、前記エチレン／アルキル（メタ）アクリレートコポリマー
エラストマーの全重量に基づき、４０～９０重量％、または好ましくは５０～８０重量％
、またはより好ましくは５０～７５重量％の少なくとも１種のアルキル（メタ）アクリレ
ートの重合単位と、を含んでなる、［６］に記載のソーラーセルモジュール。
［８］
　前記少なくとも１種のエチレン／アルキル（メタ）アクリレートコポリマーエラストマ
ーが、エチレン／メチルアクリレートコポリマー、エチレン／エチルアクリレートコポリ
マー、エチレン／ブチルアクリレートコポリマーからなる群から選択される、［６］に記
載のソーラーセルモジュール。
［９］
　前記導電性粒子が金属粒子および非金属粒子から選択される、［１］～［８］のいずれ
か一項に記載のソーラーセルモジュール。
［１０］
　前記導電性粒子が金属粒子であるか、または好ましくは、前記導電性粒子が、Ａｕ、Ａ
ｇ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ａｌ、Ｓｎ、Ｚｎ、Ｔｉ、Ｓｎ、Ｂｉ、Ｗ、Ｐｂおよびそれらの２種以
上の合金の粒子からなる群から選択されるか、またはより好ましくは、前記導電性粒子が
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、Ｃｕ、Ａｇ、Ｎｉおよびそれらの合金の粒子から選択されるか、またはさらにより好ま
しくは、前記導電性粒子がＡｇ粒子である、［９］に記載のソーラーセルモジュール。
［１１］
　前記接着剤組成物の全重量に基づき、前記導電性粒子の４０～８５重量％または４５～
８３重量％が前記エラストマーマトリックスに分散される、［１］～［８］のいずれか一
項に記載のソーラーセルモジュール。
［１２］
　前記少なくとも１種のソーラーセルが前面電極および背面電極を有し、かつ前記導電性
接着剤を介して前記前面電極に接続される１種以上の前面配線部材、および前記導電性接
着剤を介して前記背面電極に接続される１種以上の背面配線部材がある、［１］～［８］
のいずれか一項に記載のソーラーセルモジュール。
［１３］
　前記少なくとも１種のソーラーセルがウエハをベースとするソーラーセルである、［１
２］に記載のソーラーセルモジュール。
［１４］
　前記少なくとも１種のソーラーセルが薄膜ソーラーセルである、［１２］に記載のソー
ラーセルモジュール。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのソーラーセルと、少なくとも１つの配線部材とを含んでなるソーラー
セルモジュールであって、
　　（ｉ）前記少なくとも１つのソーラーセルが、少なくとも１つの表面電極を有し、か
つ前記少なくとも１つの配線部材が、導電性接着剤を介して、前記少なくとも１つの表面
電極に接続され；
　　（ｉｉ）前記導電性接着剤が、エラストマーマトリックスと、接着剤組成物に含まれ
る全成分の重量％が合計１００重量％となるように前記エラストマーマトリックスに分散
された４０～９０重量％の導電性粒子と、を含んでなる接着剤組成物から形成され；かつ
　　（ｉｉｉ）前記エラストマーマトリックスが、少なくとも１種のフルオロエラストマ
ーを含んでなる、ソーラーセルモジュール。
【請求項２】
　前記エラストマーマトリックスが、架橋剤によって架橋される少なくとも１種のフッ化
ビニリデン含有フルオロエラストマーを含んでなる、請求項１に記載のソーラーセルモジ
ュール。
【請求項３】
　前記架橋剤が、ビスフェノール化合物、ジアミノ化合物、アミノフェノール化合物、ア
ミノシロキサン化合物、アミノシラン、フェノールシラン、ペルオキシドおよびそれらの
２種以上の組み合わせからなる群から選択される、請求項２に記載のソーラーセルモジュ
ール。
【請求項４】
　前記少なくとも１種のフッ化ビニリデン含有フルオロエラストマーが、フッ化ビニリデ
ン／ヘキサフルオロプロピレンコポリマーである、請求項２に記載のソーラーセルモジュ
ール。
【請求項５】
　前記エラストマーマトリックスが、前記少なくとも１種のフルオロエラストマーと、少
なくとも１種のエチレン／アルキル（メタ）アクリレートコポリマーエラストマーと、を
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含んでなり、前記少なくとも１種のフルオロエラストマーが、前記エラストマーマトリッ
クスの全重量に基づき、６５重量％以上の濃度で存在する、請求項１に記載のソーラーセ
ルモジュール。
【請求項６】
　前記少なくとも１種のエチレン／アルキル（メタ）アクリレートコポリマーエラストマ
ーが、エチレンの重合単位と、前記エチレン／アルキル（メタ）アクリレートコポリマー
エラストマーの全重量に基づき、４０～９０重量％、または好ましくは５０～８０重量％
、またはより好ましくは５０～７５重量％の少なくとも１種のアルキル（メタ）アクリレ
ートの重合単位と、を含んでなる、請求項５に記載のソーラーセルモジュール。
【請求項７】
　前記導電性粒子が金属粒子および非金属粒子から選択される、請求項１～６のいずれか
一項に記載のソーラーセルモジュール。
【請求項８】
　前記導電性粒子が金属粒子であるか、または好ましくは、前記導電性粒子が、Ａｕ、Ａ
ｇ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ａｌ、Ｓｎ、Ｚｎ、Ｔｉ、Ｓｎ、Ｂｉ、Ｗ、Ｐｂおよびそれらの２種以
上の合金の粒子からなる群から選択されるか、またはより好ましくは、前記導電性粒子が
、Ｃｕ、Ａｇ、Ｎｉおよびそれらの合金の粒子から選択されるか、またはさらにより好ま
しくは、前記導電性粒子がＡｇ粒子である、請求項７に記載のソーラーセルモジュール。
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